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大保脇ダム本体建設工事において、沖縄総合事務局開発建設部では初めて

の総合評価落札方式を導入する試行工事を行うこととしましたので、お知
らせします。

平成１４年２月２８日
沖縄総合事務局

記者発表

沖縄総合事務局記者クラブ

問い合わせ先

内閣府 沖縄総合事務局 開発建設部（ （代表 ）098-866-0031 ）
技術管理課（ （直通 ）098-866-0408 ）

課 長 浅田 敏光（内線３３１１）

課長補佐 上原 勇賢（内線３３１２）

河 川 課（ （直通 ）098-862-1457 ）
課 長 三輪 賢志（内線３６１１）

課長補佐 平良 正光（内線３６１２）
〒９００－８５３０ 那覇市前島２丁目２１番地７号



総合評価落札方式の導入について

【大保ﾀﾞﾑの概要】
大保ﾀﾞﾑは、沖縄北西部河川総合開発事業の一環として、大保川水系大保川

の上流に建設するもので、洪水調節、下流河川の適正な流量の確保・水道用水

の供給を目的とする多目的ﾀﾞﾑです。

【大保脇ダム本体建設工事の概要】
１．工事種別：一般土木

２．工事場所：沖縄県国頭郡大宜味村字田港地先

３．工 期：約５０ヶ月

４．工事概要：中央ｺｱ型ﾛｯｸﾌｨﾙﾀﾞﾑ（堤高 、堤頂長 ）66m 445m
782,000m3①基礎掘削 約

32,000m②基礎処理（ｸﾞﾗｳﾄ） 約

1,823,000m3③堤体盛立 約

CSG 33,000m3④沢処理（ 工法） 約

⑤仮設備（濁水処理設備等） １式

【技術提案（ＶＥ提案）の概要】
これまで沖縄総合事務局では沖縄県赤土等流出防止条例に基づき、赤土等流

出防止対策を実施しながら工事を行ってきました。

今回試行する大保脇ダム本体建設工事においては、工事区域が本島北部に位

、 （ ） 、置し ノグチゲラ 国の天然記念物 をはじめ貴重動植物が多く生息しており
また大保川本川下流の塩屋湾では養殖漁場が在り、工事の実施に当たっては赤

土等流出防止対策が特に重要となります。また、脇ダム本体直下流には集落が

在り、工事の実施に当たっては騒音への対策も必要となります。

これらを勘案し、今般、大保脇ダム本体建設工事において騒音対策及び赤土

等流出防止対策における対応可能降雨量について技術提案（ＶＥ提案)を受け

付ける総合評価落札方式を試行することにいたしました。

２月２８日（木）に官報公告を行うとともに、沖縄総合事務局及び北部ダム

事務所において、入札に係る掲示を行います。

【総合評価落札方式とは】
総合評価落札方式は、入札において価格と価格以外の要素を総合的に評価し

て、発注者にとって最も有利な者を落札者とする方式で 「入札時ＶＥの総合、

評価落札方式」といい、最低価格の入札者が必ずしも落札者とはなりません。
この方式は、工事に要する価格以外の要素を特に重視しなければならない工

事を対象としており、例えば、民間において技術開発の進展が著しい工事や施

工方法等に関して固有の技術を有する工事などに対応した入札方式です。



大保脇ダム本体建設工事における総合評価方法及び落札者の決定方法について

１．総合評価の方法
騒音対策及び赤土等流出防止対策について、標準案による施工条件を満たしている
もの(標準状態)には、基礎点を得点として与え、更にその標準状態を超える部分に
ついてそれぞれの評価に応じ得点（加算点）を与えます。
総合評価は各評価項目得点の合計（基礎点＋加算点）を当該入札者の入札価格で除
して得た数値（評価値）をもって行い、次の式のとおりになります。

評価値＝(基礎点＋騒音対策による加算点＋赤土等流出防止対策による加算点)÷入札価格

基礎点は概ね９８点となります。加算点は概ね２点となります。その内訳はつぎのと
おりです。
騒音対策についての加算点は、 から までの改良 毎に評価し、概ね最大55dB 50dB 1dB
１点となります。
赤土等流出防止対策については、 から までの改良 毎（端数切り150mm 285mm 15mm
捨て）に評価し、概ね最大１点を与えます。

２．落札者の決定方法
評価値が最も高い者を落札者とします。但し評価値が、最大評価値（ 点）を100
予定価格で除して得た数値（基準評価値）を下回らないものであることとします。

評価方法イメージ

（基礎点＋加算点）

◇社100点(最大評価点)
○社騒音 赤土対策50dB, 285mm

△社 □社
概ね 点（基礎点）98

55dB, 150mm騒音 赤土止対策

基準評価値＝ ／予定価格100

入札価格

予定価格
○社：評価値が１番高いので落札となる
△社：評価値が○社より低いため落札とならない
☆社：入札価格は一番安いが、評価値が○社、△社より低いため落札と
ならない

□社：基準評価値を下回っているので失格
◇社：予定価格を超えているので失格

☆社


